ベトナムの人口構造と高齢者の生活の関係性 : 農村部における地域機能 by 後藤 美恵子
19ベトナムの人口構造と高齢者の生活の関係性
ベトナムの人口構造と高齢者の生活の関係性1
── 農村部における地域機能 ──
後　　藤　　美 恵 子
要旨 : ベトナムはドイモイ（1986）を契機に経済成長を遂げるとともに高齢化が進展し，
また農村部では基礎的な社会集団である家族の機能や地域社会の変容を招いた。本稿では，
社会変動に伴う人口構造と農村部における高齢者の生活との関係から地域機能の課題を検
討した。
　ベトナムでは近代化に伴い農村から都市への人口移動，農村から農村へ，都市から農村
へとさまざまな移動態様が存在し，その背景に農村では就学の問題が職業へと結びつき，
さらに収入へと連関し所得格差，地域格差など地域構造が多様化している。以上のことか
ら，加齢に伴う疾患によって生じる生活の影響に対して，現状の人口構造では地域機能は
果たせないことが明らかになった。したがって，伝統的な価値に基づく近代との融合の観
点から，地域機能の新たな仕組みづくりの検討が示唆された。
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1.　は　じ　め　に
ベトナム社会主義共和国（以下，「ベトナム」と略す。）では，1986年の「ドイモイ（Doi 
Moi : 刷新）」政策の採択以降，政治経済の改革に乗り出し，統制計画経済から市場経済へ
と政策転換したことで飛躍的な経済発展を遂げ，都市部から経済的活況をもたらした。
ドイモイ政策は，「貧しさを分かち合う社会主義」から「豊かさをもたらす社会主義」への政
策転換であった。一方，ベトナム統計年鑑（2017）2によれば，ベトナムでは 1990年以降の経済
成長によって，2014年時点での都市部と農村・山間部の所得格差が 2.7倍以上に拡大し，都市部
と農村部の格差，地域および地域内格差を派生させた。農村では，経済成長が鈍化したことで，
農村労働者の失業者が増加し，農村部から都市部への人口移動が起こり，農村生活の基礎的な社
会集団である「家族」の機能やこれまでの慣習，家族形態，家族意識が変容し，高齢者の社会的
地位・社会的役割が衰退した。また，国家に対する意識も変化した。「家父長制」の意識は農村
部ほど色濃く残ってはいるが，都市部への人口流出によって家制度の意識は徐々に形骸化し，伝
統的な儒教思想に支えられていた伝統的秩序は，高齢者にとっては経済的な豊かさとは異なる次
元で，人間にとっての豊かさを模索する時代に直面している。
鎌田（2006 : 303-304）3は，経済開発論には「経済成長が進めば国民にその成果が滴り落ちる」
という「Trickle down」があるが，市場経済化による経済成長はそのまま放置すれば，地方の貧
困層の拡大，地域格差・所得格差の拡大に繋がると論じ，ベトナムはその問題を浮き彫りにして
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いると言える。恩田（2006 : 270）4は，社会的近代化は，国や地域固有の生活様式を犠牲にする
ことなく，単なる伝統からの転換ではなく伝統と近代の融合による新たな可能性を問題にするこ
とにあることを強調している。また，Do Thai Dong（1990 : 14）5は，「ベトナム人は，西洋式の
産業化や都市化の進展を歓迎する一方で，不完全家族における子どもの問題や，高齢者の孤独，
離婚，家族の危機等を目の前にして，ためらっているようにみえる。彼らは，共同体を弱体化さ
せかねない個人の自由の風潮に居心地の悪さを感じている」と近代化によるベトナム人のジレン
マを分析している。しかし，近代化のためには，家族の過渡期諸価値の漸次的変化は避けられな
い問題であるといえる。近代化の形成過程において，後藤（2010 : 103）6は，ベトナムは伝統的
な村落共同体の基盤を維持しつつ，さらなる発展を遂げるために新たな諸価値を包括した社会シ
ステム，社会モデルを創造する可能性を秘める岐路に立っているとベトナムの展望を論じている。
ドイモイ政策は，国家目標と宣言して以来，飛躍的な経済成長を遂げたことは紛れもな
い事実であり，重要な役割を果たしてきた。その一方で，地域間の所得水準や生活水準の
地域格差及び地域内格差を拡大させ，農村生活の基礎的な社会集団である家族の機能や地
域社会の変容を招いた。また，急速な経済成長とともに高齢化が進展した。社会変動に伴
う人口構造と農村部の高齢者の生活との関連から農村部における地域機能の課題を検討す
る。
2.　ベトナムの人口構造
（1）　人口動態 
ベトナムの人口動態の推移状況による推計では，2018年の高齢化率7は 6.28%で，5年前
の 2013年の 5.63%と比較して伸び率は 0.65ポイントであるが，5年後の 2023年には 7.87%
と伸び率は 1.59ポイントである（表 1）。一方，2018年の生産年齢率8は 70.30%，5年前の
2013年の 70.40%と比較して 0.1ポイント減少し，5年後の 2023年には 69.63%と 0.67ポ
イントと減少の幅が大きくなっている。今後，ベトナムでは生産年齢人口の減少と高齢者
人口の増加によって，少子高齢化の時代を迎えることが予測される。
（2）　人口構造
2010年から 2014年の過去 4年間における平均人口の増加は，全国レベルでは都市部より農村
部の人口は多いが，増加率では 93.07%と圧倒的な数値差で都市部の人口増加が進展している。
南部中心都市のホーチミン市（Ho Chi Minh City）では，実数，割合共に都市部での増加率が
69.32%と高かった。一方，南部の農村都市のビントゥアン省（Binh Thuan Ministry）では，実数，
割合共に農村の増加率が 61.11%と高い数値結果だった（表 2）。男女間の差は，実数値の差の範
囲内であった。また，全国の平均人口に対してホーチミン市の増加割合は 16.80%で，ビントゥ
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アン省は 0.81%であった。都市部と農村部の増加率の差は 15.99ポイントとなっている（表 2）。
更に，人口移動から捉えると，2014年のホーチミン市の人口流入率 16.9‰，流出率 11.4‰で
あり，5.5ポイント差で流入者が上回っている。一方，ビントゥアン省の人口流入率 2.4‰，流出
率 6.9‰であり，4.5ポイント差で流出者が上回っている（表 3）。人口構造における移動傾向は，
農村都市から中心都市へと移動し，また農村部から都市部へと移動している構造である。
人口移動の背景には，ベトナムの住民階層（身分）は主に都市と農村では固定的であり，当然，
容易に転居することはできず，都市への移動する場合，農業戸口（常居登録）は故郷の村に残し
たまま人民委員会に「一時不在」届を提出し，出稼ぎ先となる都市の公安に「仮寓」登録するこ
とで許可されていた。2006年に改正された「居住法」9によって，農業戸口の移動が規制緩和さ
れ居住の自由が確保された。その結果，市場経済化の影響を伴って都市部への移動促進を招いた。
（3）　就学状況
ベトナムの義務教育は 1～9学年制で，就学年齢は 6～15歳である。就学状況について（表 4），
表 1.　ベトナムの人口動態（Population by age and sex）
 単位 : 人─ Unit : Persons
Age
group
2008 2013 2018 2023
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
0-4 3,753,756 3,571,379 7,325,135 3,817,340 3,628,159 7,445,499 3,872,676 3,683,002 7,555,678 3,678,119 3,496,788 7,174,907 
5-9 3,504,651 3,340,767 6,845,418 3,631,964 3,463,815 7,095,779 3,820,733 3,642,846 7,463,579 3,846,849 3,667,004 7,513,853 
10-14 3,772,416 3,589,176 7,361,592 3,518,259 3,360,281 6,878,540 3,607,489 3,445,736 7,053,225 3,813,294 3,642,214 7,455,508 
15-19 4,673,986 4,448,317 9,122,303 3,742,161 3,569,362 7,311,523 3,500,960 3,352,095 6,853,055 3,589,490 3,436,833 7,026,323 
20-24 4,504,962 4,318,215 8,823,177 4,629,186 4,424,689 9,053,875 3,710,028 3,553,658 7,263,686 3,474,438 3,340,193 6,814,631 
25-29 3,902,465 3,913,383 7,815,848 4,452,029 4,288,867 8,740,896 4,581,192 4,399,812 8,981,004 3,675,784 3,537,097 7,212,881 
30-34 3,275,353 3,367,673 6,643,026 3,853,579 3,883,134 7,736,713 4,402,229 4,260,938 8,663,167 4,535,592 4,376,045 8,911,637 
35-39 3,153,982 3,180,508 6,334,490 3,230,139 3,337,519 6,567,658 3,805,848 3,853,625 7,659,473 4,353,025 4,233,565 8,586,590 
40-44 2,860,146 2,927,191 5,787,337 3,102,682 3,143,512 6,246,194 3,182,224 3,303,558 6,485,782 3,754,608 3,819,957 7,574,565 
45-49 2,538,476 2,707,422 5,245,898 2,799,152 2,880,636 5,679,788 3,042,160 3,098,959 6,141,119 3,124,582 3,261,828 6,386,410 
50-54 1,933,987 2,147,527 4,081,514 2,460,420 2,646,673 5,107,093 2,718,898 2,821,335 5,540,233 2,960,947 3,041,355 6,002,302 
55-59 1,240,000 1,455,310 2,695,310 1,848,343 2,078,297 3,926,640 2,357,934 2,567,787 4,925,721 2,611,813 2,744,015 5,355,828 
60-64 806,319 994,463 1,800,782 1,158,490 1,384,563 2,543,053 1,733,578 1,984,070 3,717,648 2,218,427 2,459,923 4,678,350 
生産年齢人口 28,889,676 29,460,009 58,349,685 31,276,181 31,637,252 62,913,433 33,035,051 33,195,837 66,230,888 34,298,706 34,250,811 68,549,517 
生産年齢率（%） （68.93） （68.85） （68.89） （70.52） （70.28） （70.40） （70.49） （70.10） （70.30） （69.94） （69.33） （69.63）
0-64合計 39,920,499 39,961,331 79,881,830 42,243,744 42,089,507 84,333,251 44,335,949 43,967,421 88,303,370 45,636,968 45,056,817 90,693,785 
65-69 645,670 870,998 1,516,668 723,546 914,696 1,638,242 1,045,586 1,281,674 2,327,260 1,572,303 1,845,942 3,418,245 
70-74 575,016 782,956 1,357,972 543,879 758,708 1,302,587 609,777 792,825 1,402,602 887,195 1,126,546 2,013,741 
75-79 439,577 598,982 1,038,559 430,804 606,266 1,037,070 423,280 617,519 1,040,799 484,497 649,566 1,134,063 
80＋ 329,857 572,218 902,075 408,714 644,499 1,053,213 447,065 695,007 1,142,072 460,895 723,922 1,184,817 
高齢者合計 1,990,120 2,825,154 4,815,274 2,106,943 2,924,169 5,031,112 2,525,708 3,387,025 5,912,733 3,404,890 4,345,976 7,750,866 
高齢化率（%） （4.75） （6.60） （5.69） （4.75） （6.50） （5.63） （5.39） （7.15） （6.28） （6.94） （8.80） （7.87）
総人口 41,910,619 42,786,485 84,697,104 44,350,687 45,013,676 89,364,363 46,861,657 47,354,446 94,216,103 49,041,858 49,402,793 98,444,651 
出所 :  GENERAL STATISTICAL OFFICE.　PROJECT VIE/97/P14, “RESULTS OF POPULATION 
PROJECTIONS FOR WHOLE COUNTRY, GEOGRAPHIC REGIONS AND 61 PROVINCES/
CITIES VIET NAM, 1999-2024,” STATISTICAL PUBLISHING HOUSE HA NOI, pp. 55-59, 
2001.をもとに筆者作成（2018）。
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現在就学年齢にも関わらず，就学していない就学検討率は，全国では全体の 1.60%で，以前は
就学していたが，現在は就学していない割合は 0.94%，全く就学していない割合は 0.67%である。
一方，ビントゥアン省では，全体の 2.91%で，以前は就学していたが，現在は就学していない
割合は 1.92%，全く就学していない割合は 1.03%である。全国と比較して 11.6ポイントの差で
表 2.　平均人口（Average population）
 単位 : 1,000人（%）─ Unit : Thous. persons（%）
行政単位および年号
Administration and Year 
number
平均人口
Average 
population 
by 
province
平均都市人口
Average urban 
population by 
province
平均農村人口
Average rural  
population by 
province
平均男性人口
Average male  
population by 
province
平均女性人口
Average female 
population by 
province
全
国
W
H
O
L
E
 C
O
U
N
T
R
Y
2010 86,947.4 26,515.9 （30.50） 60,431.5 （69.50） 42,993.5 （49.45） 43,953.9 （50.55） 
2011 87,860.4 27,719.3 （31.55） 60,141.1 （68.45） 43,446.8 （49.45） 44,413.6 （50.55） 
2012 88,809.3 28,269.2 （31.83） 60,540.1 （68.17） 43,908.2 （49.44） 44,901.1 （50.56） 
2013 89,759.5 28,874.9 （32.17） 60,884.6 （67.83） 44,364.9 （49.43） 45,394.6 （50.57） 
2014 90,728.9 30,035.4 （33.10） 60,693.5 （66.90） 44,758.1 （49.33） 45,970.8 （50.67） 
予測値─
Prel.2015 91,713.3 31,131.5 （33.94） 60,581.8 （66.06） 45,234.1 （49.32） 46,479.2 （50.68） 
増加数 : 2014-
2010 3,781.5 3,519.5 （93.07） 262.0 （6.93） 1,764.6 （46.66） 2,016.9 （53.34） 
ホ
ー
チ
ミ
ン
中
央
直
轄
市
T
P.
 H
O
 C
H
I M
IN
H
2010 7,346.6 6,114.3 （83.23） 1,232.3 （16.77） 3,514.7 （47.84） 3,831.9 （52.16） 
2011 7,498.4 6,238.0 （83.19） 1,260.4 （16.81） 3,573.9（47.66） 3,924.6 （52.34） 
2012 7,660.3 6,309.1 （82.36） 1,351.1 （17.64） 3,692.3 （48.20） 3,968.0 （51.80） 
2013 7,820.0 6,479.2 （82.85） 1,340.8 （17.15） 3,772.8 （48.25） 4,047.2 （51.75） 
2014 7,981.9 6,554.7 （82.12） 1,427.2 （17.88） 3,828.8 （47.97） 4,153.9 （52.04） 
予測値─
Prel.2015 8,146.3 6,681.8 （82.02） 1,464.5 （17.98） 3,910.2 （48.00） 4,236.1 （52.00） 
増加数 : 2014-
2010 635.3 440.4 （69.32） 194.9 （30.68） 314.1 （49.44） 322.0 （50.68） 
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
B
IN
H
 T
H
U
A
N
2010 1,176.8 462.7 （39.32） 714.1 （60.68） 590.1 （50.14） 586.6 （49.85） 
2011 1,184.5 466.0 （39.34） 718.6 （60.67） 594.9 （50.22） 589.7 （49.78） 
2012 1,191.6 468.5 （39.32） 723.1 （60.68） 599.0 （50.27） 592.7 （49.74） 
2013 1,199.5 473.6 （39.48） 726.0 （60.53） 602.5 （50.23） 597.0 （49.77） 
2014 1,207.4 474.6 （39.31） 732.8 （60.69） 604.3 （50.05） 603.1 （49.95） 
予測値─
Prel.2015 1,215.2 477.7 （39.31） 737.5 （60.69） 608.2 （50.05） 607.0 （49.95） 
増加数 : 2014-
2010 30.6 11.9 （38.89） 18.7 （61.11） 14.2 （46.41） 16.5 （53.92） 
出所 :  統計総局著『ベトナム統計年鑑 2015年版』「Average population」ビスタ ピー・エス，
p. 76. 93-102, 2017.をもとに筆者作成（2018）。
Average population is the average number of people for an entire period, calculated by several the 
following methods.　If data is available at two time points（base and end of the short term, usual-
ly a year）.  
Ptb : Average population=（P0 : Population at the base period+P1 : Population at the ending 
period）÷ 2.
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ビントゥアン省が高い結果であった。
また，不就学のまま義務教育年齢を過ぎて就労していると予測される不就学就業率は，全国で
は 4.34%，男性 31.38%，女性 68.62%であり，女性が 37.24ポイント高くなっている。ビントゥ
アン省では 5.36%，男性 40.54%，女性 59.46%であり，女性が 18.92ポイント高くなっていた。
都市部では 4.66%，農村部では 5.74%であり，1.08ポイント農村部が高くなっている。特に農村
部の若い女性の場合，居住を移さず都市部に移動し，学歴を問わないインフォーマルな仕事（マッ
サージ，カラオケ，飲食店など）に就いて，農村より高額な賃金収入を得ていることが多く見受
けられる。
就学検討率では，就学年齢であるが全く就学をしていない割合が都市部では 1.03%，農村部で
表 3.　人口移動（Population movement）
行政単位および年号
Administration and Year 
number
人口増加率
Population growth 
rate
単位 : パーセン
ト─ Unit : %
人口流入率
In-migration rate
単位 : パーミル 
─ Unit : ‰
人口流出率
Out-migration rate
単位 : パーミル 
─ Unit : ‰
合計特殊出生率
Total fertility rate
単位 : 人─
Unit : Children 
per woman
全
国
W
H
O
L
E
 C
O
U
N
T
R
Y
2010 1.07  9.7  9.7 2.00 
2011 1.05 10.4 10.4 1.99 
2012 1.08  7.2  7.2 2.05 
2013 1.07  8.8  8.8 2.10 
2014 1.08  9.2  9.2 2.09 
予測値─ Prel.2015 1.08  5.5  5.5 2.10 
ホ
ー
チ
ミ
ン
中
央
直
轄
市
T
P.
 H
O
 C
H
I M
IN
H
2010 2.09 26.2  7.8 1.45 
2011 2.07 25.0 13.5 1.30 
2012 2.16 14.8  7.2 1.33 
2013 2.08 16.5 10.3 1.68 
2014 2.07 16.9 11.4 1.39 
予測値─ Prel.2015 2.06 10.4  5.7 1.45 
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
B
IN
H
 T
H
U
A
N
2010 0.63  4.2  9.6 2.09 
2011 0.66  2.1  8.5 2.14 
2012 0.60  2.3  6.1 2.39 
2013 0.66  5.3  8.5 2.15 
2014 0.66  2.4  6.9 1.57 
予測値─ Prel.2015 0.64  1.0  3.1 2.04 
出所 :  統計総局著『ベトナム統計年鑑 2015年版』「Population growth rate and In-migration 
rate, Out-migration rate, Total fertility rate by province」ビスタ ピー・エス，p. 116. 
117. 122-127, 2017.をもとに筆者作成（2018）。
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表 4.　就学状況（Attendance status）
 単位 : 人（%）─ Unit : Persons（%）
年齢階級および行政単位
Year of birth and administration
合計
Total
以前就学
Ever attended
不就学
Never attended
生年
Year
年齢
Age
合計
Total
男性
Male
女性
Female
合計
Total
男性
Male
女性
Female
合計
Total
男性
Male
女性
Female
全
国
E
N
T
IR
E
 C
O
U
N
T
R
Y
合
計
:
To
ta
l
2003-2004 6～5 1,771,336 913,874 857,462 8,293 4,367 3,926 283,375 147,328 136,047 
1998-2002 11～7 6,493,732 3,345,840 3,147,892 97,894 51,820 46,074 137,133 68,757 68,376 
1994-1997 15～12 6,082,299 3,124,451 2,957,848 630,869 349,486 281,383 105,722 50,437 55,285 
2003-1994 5～15 ― ― ― 737,056 405,673 331,383 526,230 266,522 259,708 
※ a.（就学検討率 : %） ― ― ― ※ c（0.94）※ d（55.04）※ d（44.96）※ c（0.67）※ d（50.65）※ d（49.35）
1991-1993 18～16 5,277,917 2,701,181 2,576,736 1,852,098 1,023,866 828,232 97,569 45,438 52,131 
1989-1990 20～19 3,703,456 1,881,094 1,822,362 1,375,182 1,252,706 1,122,476 85,628 37,784 47,844 
1987-1988 22～21 3,394,927 1,715,391 1,679,536 2,571,306 1,327,711 1,243,596 91,321 39,015 52,306 
1984-1986 25～23 5,033,478 2,538,606 2,494,872 4,442,830 2,235,040 2,207,790 161,094 66,268 94,826 
1979-1983 30～26 7,736,894 3,880,561 3,856,333 7,208,199 3,633,383 3,574,816 318,765 130,799 187,966 
before-1979 30+ 39,273,228 18,636,442 20,636,786 36,452,211 17,794,719 18,657,492 2,663,942 753,451 1,910,491 
1991～1979befire 16～30+ ― ― ― ― ― ― 3,418,319 1,072,755 2,345,564 
※ b.（不就学就業率 : %） ― ― ― ― ― ― ※ c（4.34）※ d（31.38）※ d（68.62）
合計 : Total 78,767,267 38,737,440 40,029,827 55,638,882 27,673,098 27,965,784 3,944,549 1,339,277 2,605,272 
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
B
IN
H
 T
H
U
A
N
合
計
:
To
ta
l
2003-2004 6～5 26,715 13,553 12,622 48 27 21 5,128 2,708 2,420 
1998-2002 11～7 105,212 54,524 50,688 2,036 1,147 889 1,984 1,114 780 
1994-1997 15～12 109,616 56,967 53,549 19,728 11,820 7,908 2,130 1,283 847 
2003-1994 5～15 ― ― ― 21,812 12,994 8,818 9,242 5,105 4,047 
※ a.（就学検討率 : %） ― ― ― ※ c（2.04）※ d（59.57）※ d（40.43）※ c（0.86）※ d（55.24）※ d（43.79）
1991-1993 18～16 88,851 45,862 42,989 39,435 23,111 16,324 2,257 1,429 828 
1989-1990 20～19 46,448 24,981 21,467 36,040 20,102 15,938 1,782 1,061 721 
1987-1988 22～21 38,670 20,635 18,935 33,977 18,268 15,709 1,771 1,043 728 
1984-1986 25～23 59,478 30,934 28,554 54,468 28,200 26,268 2,921 1,635 1,286 
1979-1983 30～26 98,918 50,167 48,751 91,057 46,143 44,914 6,113 3,216 2,897 
before-1979 30+ 495,074 236,536 258,538 450,562 220,744 229,818 42,439 14,837 27,602 
1991～1979befire 16～30+ ― ― ― ― ― ― 57,283 23,221 34,062 
※ b.（不就学就業率 : %） ― ― ― ― ― ― ※ c（5.36）※ d（40.54）※ d（59.46）
合計 : Total 1,068,442 533,249 535,193 727,351 369,562 357,789 66,435 28,326 38,109 
合
計
:
To
ta
l
2003-2004 6～5 9,739 5,087 4,652 21 12 9 2,416 1,253 1,163 
1998-2002 11～7 37,531 19,527 18,004 886 474 412 931 547 384 
1994-1997 15～12 39,507 20,085 19,422 7,218 4,216 3,002 1,002 605 397 
2003-1994 5～15 ― ― ― 8,125 4,702 3,423 4,349 2,405 1,944 
※ a.（就学検討率 : %） ― ― ― ※ c（1.92）※ d（57.87）※ d（42.13）※ c（1.03）※ d（55.30）※ d（44.70）
1991-1993 18～16 33,490 17,025 16,465 13,774 7,946 5,798 989 610 379 
1989-1990 20～19 17,869 9,378 8,491 13,240 7,285 5,955 711 432 279 
1987-1988 22～21 14,875 7,580 7,295 12,660 6,574 6,086 634 362 272 
1984-1986 25～23 23,232 11,672 11,560 21,005 10,521 10,484 1,092 600 492 
1979-1983 30～26 39,916 19,889 20,027 36,931 18,314 18,617 2,141 1,210 931 
before-1979 30以上 207,123 97,174 109,949 191,928 91,978 99,950 14,175 4,739 9,436 
1991～1979befire 16～30+ ― ― ― ― ― ― 19,742 7,953 11,789 
※ b.（不就学就業率 : %） ― ― ― ― ― ― ※ c（4.66）※ d（40.28）※ d（59.72）
合計 : Total 423,282 207,417 215,865 297,633 147,320 150,313 24,091 10,358 13,733 
合
計
:
To
ta
l
2003-2004 6～5 16,436 8,466 7,970 27 15 12 2,712 1,455 1,257 
1998-2002 11～7 67,681 34,997 32,684 1,150 673 477 963 567 396 
1994-1997 15～12 70,109 35,982 34,127 12,510 7,604 4,906 1,128 678 450 
2003-1994 5～15 ― ― ― 13,687 8,292 5,395 4,803 2,700 2,103 
※ a.（就学検討率 : %） ― ― ― ※ c（2.09）※ d（60.58）※ d（39.42）※ c（0.73）※ d（56.21）※ d（43.79）
1991-1993 18～16 55,361 28,837 26,524 25,691 15,165 10,526 1,268 819 449 
1989-1990 20～19 28,579 15,603 12,976 22,800 12,817 9,983 1,071 629 442 
1987-1988 22～21 23,795 13,055 10,740 21,317 11,694 9,623 1,137 681 456 
1984-1986 25～23 36,246 19,252 16,994 33,463 17,679 15,784 1,829 1,035 794 
1979-1983 30～26 59,002 30,278 28,724 54,126 27,829 26,297 3,972 2,006 1,966 
before-1979 30以上 287,951 139,362 148,589 258,634 128,766 129,868 28,264 10,098 18,166 
1991～1979befire 16～30+ ― ― ― ― ― ― 37,541 15,268 22,273 
※ b.（不就学就業率 : %） ― ― ― ― ― ― ※ c（5.74）※ d（40.67）※ d（59.33）
合計 : Total 654,160 325,832 319,328 429,718 222,242 207,476 42,344 17,968 24,376 
出所 :  人口・住宅サンセス中央指導委員会『2009年ベトナム人口・住宅サンセス : 最終集計
結 果 』「NUMBER OF HOSEHOLDS HAVE HOUSE BY TYPE OF HOUSING, HOSE-
HOLD SIZE URBAN/RURAL RESIDENCE, SOCIO-ECONOMIC REGION AND PROV-
INCE/CITY, 1/4/2009」ビスタ ピー・エス，p. 313. 358, 2011.をもとに筆者作成（2018）。
注 :  ベトナムの義務教育は 1学年から 9学年（6-15歳）。
※ a.就学検討率 : 義務教育年齢であるが現在は教育を受けていない就学の必要割合。※ b.不
就学就業率 : 義務教育を受けていない就業割合。※ c.カテゴリー合計の割合。※ d.男女比率。
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は 0.73%と 0.3ポイント都市部が高かった。不就学検討率で以前は就学していたが，現在では就
学していない割合は都市部 1.92%，農村部で 2.09%と 0.17ポイント農村部が高かったことから，
農村部では就学途中で継続が困難となるような状況，家族経営である農林水産業の手伝い，ある
いは経済的な問題から賃金労働者としての靴磨き，物売り，宝くじ売り等，働かざるを得ない要
因が存在していると考えられる。
現在の高齢者の場合，不就学の理由の多くは，ベトナム戦争という歴史的な背景が要因である。
調査地であるビントゥアン省の高齢者の多くは，学歴を必要としない農林水産業，あるいは宝く
じ売りを仕事として日銭を得ている光景が日常的に見られる。
（4）　経済状況
平均月収（表 5）は，全国で 2,637千ドン（1,000 VND=4.8015円 : 2018年 10月 25日現在）
に対し，ホーチミン市は 4,840千ドンで，ビントゥアン省は 2,395千ドンであった。南部の中心
都市に対して農村都市では，約 2分の 1（0.49）である。収入源の内訳を概観すると，ホーチミ
ン市は給与・賃金が最も多く 60.43%で，ビントゥアン省においても給与・賃金が最も多く
37.20%であったが，その割合の差が 23.23ポイントである。都市部と比べ農村部では，給与・
賃金が低いこと，また農林水産業の割合が都市部と比較して多いことが平均月収を下げる結果を
招いているといえる。
2015年の貧困率（表 6）は全国で 7.0%，ホーチミン市は 0.005%，ビントゥアン省は 3.8%であっ
た。また，2010年から 2015年における減少は，全国で 7.2ポイント減少，ホーチミン市は 0.295
ポイント，ビントゥアン省は 6.3ポイントの減少であり，都市部と農村部の減少率の差で比較す
ると，都市部では 4.4ポイント，農村部では 8.2ポイントの減少であり，農村部における貧困の
解消が顕著である。ホーチミン市は，2010年当時の貧困率が 0.3%の低さが減少率の低さとなっ
ており，貧困率は最も低い結果である。Do Thien Kinh（2012）10は，ベトナムの社会階層分類
を ①指導層，② 企業経営者，③ 高度専門技術職の 3階層が上層，④ 事務職，⑤ 販売サービ
ス員，⑥ 工員・職人，⑦ 手工業者の 4階層が中層，⑧ 単純労働者，⑨ 農民の 2階層が下層と
し，各階層構造について，上層を頂点としたピラミッド型であり，さらに社会階層は学歴に起因
していると論じている。また，ベトナムにおける労働者の学歴について藤倉（2018 : 197）11は，
労働者のなかに高卒以下の生産労働者と，高学歴の管理・事務職員という明確な学歴階層格差が
あり親から次の世代まで学歴との関連性は強く，親の学歴差は，生産労働者と管理・事務職員の
間の学歴格差へと再生産されていることを指摘している。すなわち，農村部においては，就学率
の低さが職業と連関し，さらには収入へと結び付き，結果として貧困への負のスパイラルを招い
ていると推考される。
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3.　農村部の高齢者の地域関連調査
（1）　調査の視点と目的
ベトナムの高齢者の社会的関係としてのソーシャルサポートの構造は，都市部と農村部では異
なった地縁関係が存在し（後藤，2014 : 17-31）12，農村部においては，都市部と比較して地域共
同体認識が強いことが明らかにされている（後藤，2015 : 19-36）13。また，社会的な関係が心身
表 5.　平均月収（Monthly average income per capita）
 単位 : 1,000ベトナムドン（%）－Unit : Thous. dongs（%）
合計
Total
内訳 : Of which
給与・賃金
Salary & wage
農林水産業
Agriculture, 
forestry & 
fishery
非農林水産業
Non-aggricuture, 
forestry 
& fishery
その他
Other
全　国　WHOLE COUNTRY 2,637 ─ 1,253 （47.52） 458 （17.37） 591 （22.41） 335 （12.70） 
都市部　Urban 3,969 ※ a（1.51） 2,226 （56.08） 175 （ 4.41） 1,029 （25.93） 534 （13.45） 
農村部　Rural 2,038 ※ a（0.77）   814 （39.94） 586 （28.75）   393 （19.28） 245 （12.02） 
男　性　Male 2,525 ※ a（0.96） 1,145 （45.35） 520 （20.59）   575 （22.77） 285 （11.29） 
女　性　Female 3,017 ※ a（1.14） 1,630 （54.03） 246 （ 8.15）   644 （21.35） 507 （16.80） 
ホーチミン中央直轄市　TP. HO CHI MINH 4,840 ※ a（1.84） 2,925 （60.43）  37 （ 0.76） 1,161 （23.99） 717 （14.81） 
ビントゥアン省　BINH THUAN 2,395 ※ a（0.91）   891 （37.20） 736 （30.73）   564 （23.55） 204 （ 8.52） 
出所 :  統計総局著『ベトナム統計年鑑 2015年版』「Monthly average income per capita in 4014 at 
current prices by income source and by province.」ビスタ ピー・エス，p. 752. 789. 791. 792, 
2017.をもとに筆者作成（2018）。
※ a全国月収に対する割合。
Monthly average income per capita is by dividing the total income of households in reference yrar by 
their headcounts on average of 12 monthes.　Household income is the total amount and value un kind 
received by households and members less production costs in a given period, normally one year.
表 6.　貧困率（Poverty rate）
 単位 : パーセント ─ Unit : %
2010 2012 2013 2014 2015 2010-2015
全　国　WHOLE COUNTRY 14.2 11.1  9.8  8.4   7.0   －7.2 
都市部　Urban  6.9  4.3  3.7  3.0   2.5   －4.4 
農村部　Rural 17.4 14.1 12.7 10.8   9.2   －8.2 
ホーチミン中央直轄市　TP. HO CHI MINH  0.3 0.05 0.02 0.01 0.005 －0.295 
ビントゥアン省　BINH THUAN 10.1  7.7  6.6  5.3   3.8   －6.3 
出所 :  統計総局著『ベトナム統計年鑑 2015年版』「Poverty rate by residence and by region.」ビ
スタ ピー・エス，p. 753. 808. 810, 2017.をもとに筆者作成（2018）。
Poverty rate is the ratio the number of people or households whos income （or expenditure） per capi-
ta fall below the poverty line among total surveyed population and households.　Poverty line refers 
to the average revenue （or expenditure） per capita used as a standerd to evaluate a poor person or a 
household.　Those whose income （or expenditure） beneath the poverty line is considered poor per-
son and household.　
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の健康に影響を及ぼすことから，人口構造と農村部における高齢者の生活がどのように作用して
いるか，その関連要因を検証することによって，人口移動を含めた地域機能の課題を検討するこ
とを目的とした。
（2）　調査方法
調査は 2018年 2月にビントゥアン省の農村部において，住民台帳から 65歳以上の高齢者 50
名を標本として抽出し，訪問調査を実施。調査に用いた指標は，基本属性，生活認識，QOL測
定については，主観的幸福感（Lowton, 1975）14（前田ら，1989）15，社会的関係についてはソーシャ
ルサポート（岩瀬，2008 : 19-26）16を用いた。主観的幸福感を従属変数とし，ソーシャルサポー
ト，地域関係について各項目の得点によって分けられた 2群（平均値を基準）を独立変数として，
χ2検定にて統計処理を行った。主観的幸福感及び，ソーシャルサポートは後藤（2014 : 17-31）17
がベトナム版として，内容は変えずに表現をベトナムの状況に合わせ改変したものを使用。なお，
同地域の調査は 2012年より段階的な取り組みとして位置づけている。
倫理的配慮として調査は，対象地域であるビントゥアン省・Lagi人民委員会・Lagi赤十字社
に内容の申請を行い，許可を取得。対象者には，事前に趣旨と概要を説明し，承認を得た上で無
記名自記式・任意回答で実施。
（3）　調査結果
1）　対象者の概況
対象者は，男性 36%，女性 64%。平均年齢は，83.66±8.53歳。年齢構造は，65歳以上・74歳
以下の前期高齢者は 14%，75歳以上の後期高齢者は 86%。最年少は 66歳，最高齢は 100歳で，
90歳以上は 16%を占めていた。
家族構成は，独居 16%，夫婦世帯 26%，未婚の子と同居 14%，三世代 44%。婚姻上の地位は，
未婚 10%，死別 50%。離婚 2%，既婚 38%であり，62%が配偶者を持っていない。
出身地域は，南部 43%で，北部 28%，中部 38%で，ほぼ均等配分の数値割合だったが，北部
と中部からの流入人口は，合わせて 66%を占めていた。
罹患状況は，90%が疾病に罹患し，26.7%は重複罹患者であり，疾患は，高血圧 31.1%，関節
症 31.1%が最も多く，次いで目の病気 17.8%，糖尿病 11.1%，心疾患 6.67%，下肢機能 6.67%，
貧血 6.67%，肺疾患 6.67%，感染症 4.44%。食道炎 2.22%，尿管結石 2.22%でした。
生活認識について，現在の経済状態に対して満足群は 30%で，不満足群が上回り，国の支援
についても満足群は 34%と不満足群が上回っていた。また，今後の生活においては，専門の相
談員及び介護職員を 100%の人が必要としていた。
2）　主観的幸福感
主観的幸福感の得点は，14項目中 8項目 57.1%が，中立点から否定的な方向へ傾いていた（表
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7）。主観的幸福感について，項目の得点の合計によって分けられた 2群（平均値を基準）を従属
変数とし，属性，ソーシャルサポートとの関連要因を χ2検定によって分析を行った。
主観的幸福感について，項目の得点の合計によって分けられた 2群（平均値を基準）を従属変
数とし，属性，ソーシャルサポートとの関連要因を χ2検定によって分析を行った。
属性では，罹患状況（p<.01），出身地域（p<.05），国の支援体制（p<.05），健康感（p<.01）
で有意差が認められた（表 8）。病気に罹患していないことが，主観的幸福感の高さとなっている。
また，罹患によって主観的幸福感が低くなっている一方で，罹患しているにもかかわらず 34%
は主観的幸福感が高い結果であった。また，自分自身の健康に関する意識の「健康感」について
は，罹患していること，すなわち身体的な健康が健康感となっている。
出身地域では，地元であることが主観的幸福感に影響し，逆に他の地域からの流入者であるこ
とが主観的幸福感の低下を招く結果となっていた。国の支援体制については，満足度の低さが直
結して主観的幸福感の低さとなっていた。また，主観的幸福感においては，国の支援体制と出身
地域において相関が一致していた。
ソーシャルサポートでは，手段的サポートは，金銭関連（p<.05），周囲の片付け（p<.05），
表 7.　主観的幸福感 : 得点
 n=50
mean（SD） 低群 高群
M1 あなたは自分の人生は年をとるにしたがって，だんだん悪くなっていると思いますか。
1.12 （0.32） 88.0% 12.0% 
M2 あなたは現在，昨年と同じくらいに元気がありますか。
1.16 （0.37） 84.0% 16.0% 
M3 寂しいと感じることがありますか。 1.82 （0.39） 18.0% 82.0% 
M4 ここ 1年くらい小さなことを気にするようになったと思いますか。
1.70 （0.46） 30.0% 70.0% 
M5 心配だったり，気になったりして眠れないことがありますか。
1.20 （0.45） 82.0% 18.0% 
M6 年をとることは若い時に考えていたより良いと思いますか。
1.94 （0.24）  6.0% 94.0% 
M7 生きていることは難しいことだと思いますか。 1.24 （0.43） 76.0% 24.0% 
M8 若い時と比べて今の方が幸せだと思いますか。 1.34 （0.48） 66.0% 34.0% 
M9 悲しいことが沢山ありますか。 1.22 （0.42） 78.0% 22.0% 
M10 不安に思うことがありますか。 1.22 （0.42） 78.0% 22.0% 
M11 前よりも腹を立てる回数が多くなったと思いますか。
1.88 （0.33） 12.0% 88.0% 
M12 今の生活に満足していますか。 1.66 （0.48） 34.0% 66.0% 
M13 物事をいつも深刻に受け止める方ですか。 1.76 （0.43） 24.0% 76.0% 
M14 心配事があるとすぐに不安になる方ですか。 1.24 （0.43） 76.0% 24.0% 
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仲間（p<.01），移動手段（p<.0.1）で有意差が認められた（表 9）。困った時にお金を借りること，
また家の周囲の片づけについての低さは，サポートの必要性がなく自身で対処でき自立している
ことから主観的幸福感が高くなっていると言える。しかし，必要性があるにも関わらず，サポー
ト量が低い場合においては主観的幸福感の低さに繋がっていた。相互交流である仲間に対する働
き掛けは，自身が誘うか誘われるかによるサポート量の違いがあり，自身が主体となって誘う立
場にいることが主観的幸福感を高めていた。情緒的サポートでは，家族・友人との関係（p<.05）
で有意差が認められた（表 9）。家族や友人との人間関係がよい関係であることが主観的幸福感
に繋がっており，一方，人間関係がよいにもかかわらず主観的幸福感が低い人が 32.0%であっ
たことは，経済状態に対して 70%が不満足であったことと関連していることが推論される。
表 8.　主観的幸福感と属性の比較
 n=50
主観的幸福感
人数（%）
低群 高群 p値
性別
男性 11（22.0）  7（14.0） 
n.s. 0.403 
女性 17（34.0） 15（30.0） 
年齢
前期高齢者 12（24.0）  9（18.0） 
n.s. 0.560 
後期高齢者 16（32.0） 13（26.0） 
病気
なし  0（ 0.0）  5（10.0） 
** 0.012 
あり 28（56.0） 17（34.0） 
職業
なし 27（54.0） 18（36.0） 
n.s. 0.109 
あり  1（ 2.0）  4（ 8.0） 
出身地
流入者 22（44.0） 11（22.0） 
* 0.035 
地元  6（12.0） 11（22.0） 
経済的満足度
低群 15（30.0）  6（12.0） 
† 0.056 
高群 13（26.0） 16（32.0） 
国の支援満足度
低群 22（44.0） 11（22.0） 
* 0.035 
高群  6（12.0） 11（22.0） 
健康感
低群 28（56.0） 17（34.0） 
** 0.012 
高群  0（ 0.0）  5（10.0） 
　　χ2検定 : *p<.05，**p<.01，***p<.001，n.s. : not significant
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表 9.　主観的幸福感とソーシャルサポートの比較
 n=50
主観的幸福感
人数（%）
低群 高群 p値
???????
SSI1　病気の時に手助けしてもらえますか。
低群  1 （2.0）  1（ 2.0） 
n.s. 0.691 
高群 27（54.0） 21（42.0） 
SSI2　買い物に行ってもらえますか。
低群 11（22.0） 11（22.0） 
n.s. 0.319 
高群 17（34.0） 11（22.0） 
SSI3　プレゼントをしてもらえますか。
低群  7（14.0）  5（10.0） 
n.s. 0.561 
高群 21（42.0） 17（34.0） 
SSI4　お金を貸してもらえますか。
低群 16（32.0） 19（38.0） 
* 0.025 
高群 12（24.0）  3（ 6.0） 
SSI5　家の周りの片づけをしてもらえますか。
低群 19（38.0） 20（40.0） 
* 0.051 
高群  9（18.0）  2（ 4.0） 
SSI6　家事をしてもらえますか。
低群 12（24.0） 15（30.0） 
† 0.067 
高群 16（32.0）  7（14.0） 
SSI7　仕事や経済的な問題のアドバイスをしてもらえますか。
低群 15（30.0） 15（30.0） 
n.s. 0.225 
高群 13（26.0）  7（14.0） 
SSI8　仲間に誘ってもらえますか。
低群 18（36.0） 21（42.0） 
** 0.008 
高群 10（20.0）  1（ 2.0） 
SSI9　あなたの問題を聞いてもらえますか。
低群  4 （8.0）  5（10.0） 
n.s. 0.342 
高群 24（48.0） 17（34.0） 
SSI10　生活上の問題の対処についてアドバイスをしてもらえますか。
低群  6（12.0）  3（ 6.0） 
n.s. 0.371 
高群 22（44.0） 19（38.0） 
SSI11　車を出すなど，交通手段を準備してもらえますか。
低群 11（22.0） 17（34.0） 
** 0.008 
高群 17（34.0）  5（10.0） 
SSI12　食事を作ってもらえますか。
低群  9（18.0） 11（22.0） 
n.s. 0.161 
高群 19（38.0） 11（22.0） 
SSI13　老親の世話をしてもらえますか。
低群  0 （0.0）  3（ 6.0） 
† 0.079 
高群 28（56.0） 19（38.0） 
SSI14　特別な援助が必要ですか
低群  0 （0.0）  3（ 6.0） 
† 0.079 
高群 28（56.0） 19（38.0） 
???????
DSSI1　友人や身内と会う頻度に満足していますか。
低群 15（30.0）  6（12.0） 
† 0.056 
高群 13（26.0） 16（32.0） 
DSSI2　どれほどの頻度で寂しさを感じますか。
低群  8（16.0）  3（ 6.0） 
n.s. 0.179 
高群 20（40.0） 19（38.0） 
DSSI3　家族や友人はあなたを理解していますか。
低群  5（10.0）  3（ 6.0） 
n.s. 0.498 
高群 23（46.0） 19（38.0） 
DSSI4　長く続いている親しい人が 1人以上いますか。
低群 12（24.0）  6（12.0） 
n.s. 0.200 
高群 16（32.0） 16（32.0） 
DSSI5　家族や友人はあなたを理解していますか。
低群 12（24.0）  6（12.0） 
n.s. 0.200 
高群 16（32.0） 16（32.0） 
DSSI6　家族や友人に何が起こっているか知っていますか。
低群 11（22.0）  6（12.0） 
n.s. 0.279 
高群 17（34.0） 16（32.0） 
DSSI7　家族や友人に話しを聞いてもらっていると思いますか。
低群 10（20.0）  7（14.0） 
n.s. 0.506 
高群 18（36.0） 15（30.0） 
DSSI8　家族や友人の中であなたの明確な役割があると思いますか。
低群 10（20.0）  4（ 8.0） 
n.s. 0.146 
高群 18（36.0） 18（36.0） 
DSSI9　トラブルの時，家族や友人を頼れますか。
低群  5（10.0）  5（10.0） 
n.s. 0.468 
高群 23（46.0） 17（34.0） 
DSSI10　あなたの一番深刻な問題について話しができますか。
低群 14（28.0）  8（16.0） 
n.s. 0.250 
高群 14（28.0） 14（28.0） 
DSSI11　家族や友人との関係でどれくらい満足していますか。
低群 12（24.0）  3（ 6.0） 
* 0.025 
高群 16（32.0） 19（38.0） 
　　χ2検定 : *p<.05，**p<.01，***p<.001，n.s. : not significant
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4.　考察と今後の課題
ベトナムでは 1950～1980年代までの農業生産合作社の役割は，統制システムの下で，国家の
物流メカニズムの末端に連なる生産・経営組織として機能し，合作社は生産に必要な投入財を国
家から支給される代わりに，提示されたノルマに従って生産物を国家に収めていた。合作社は生
産・経営活動を担うのみならず，行政村として担うべき業務としての身寄りのない高齢者などに
対する生活保護など，医療，社会福祉に及んでいた。また，社会福祉の意義を有するシステムと
して標準口糧制で，合作社が各世帯に利益を分配する際に，労働点数に基づく数量を機械的に割
当てるのではなく，世帯員全てに最低限の食料が行き渡るように配分する制度として合作社が全
構成員の「生存維持」を保障するため，村落レベルで利用可能な資源を配分していた。ドイモイ
時代に入り，集団農業が解体したことで国家による統制システムが基本的に廃止され，市場メカ
ニズムに置き換えられた。「国家丸抱え」の配給制度が廃止されたことによって，生産と生活を
保障する合理的な賃金・価格体系への実現をめざした。当然，社会福祉の意義を有するシステム
としての機能も廃止された。急速な市場経済化の下においては，すべての人が豊かな生活を享受
できるわけではなかった18。
人口構造から論考すると，農業経営のあり方はドイモイ政策によって変化し，1988年にそれ
までの農業生産合作社を基本的な形態とした集団農業が解体されて以降は，個別農業の経営権，
耕地使用権が保障され，個々の農家が農業経営の主体となった。就業人口は減少傾向にあるが，
調査対象地域のビントゥアン省の平均農村人口比率は，2010年 60.68%，2014年 60.69%と減少
傾向は見られず変動していない現状にある。これは，収入源において給与・賃金が 37.20%と最
も多く，農村における非農業分野の賃金労働への機会が拡大していることが伺える。
経済状況について，市場経済を導入した結果，飛躍的な成長を遂げたベトナムは，都市部と農
村部の格差，地域および地域内格差の拡大という問題を派生させている。ベトナム政府は，1988
年以降，大規模な貧困削減に取り組でいる。また，世界銀行（World Bank, 2015）は，2013年ま
でに貧困を世界全体で 3%まで減らす，さらに，全ての途上国で所得の下位 40%の人々の所得
拡大を促進するという 2つの目標を掲げ，1990年 36%であった貧困率を 25年後の 2015年には，
26ポイント減少させ 10%と報告している。ベトナムでは，全体では 2010年 14.2%であったのが，
2015年には 7.0%と 7.2ポイント減少している。経済の中心都市であるホーチミン市は 2010年
0.3%，2015年 0.005%でほぼ解消されていると言っても過言ではない。一方，農村部のビントゥ
アン省では 2010年 10.1%で，2015年には 3.8%と 6.3ポイント減少となっており，ベトナム全
体として貧困削減計画は機能しているものの，地域間格差の面から捉えると，2013年に改正さ
れた憲法で，ベトナムがめざす基本的方向性として「民が豊かで，国が強く，民主的で，公平で，
文明的な社会」というスローガンに掲げる「公平」という点からも，農村における経済的な問題
は取り組むべき課題事項だといえる。その背景には，就学（学歴）と職業との相関による学歴階
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層格差を確認することができた。職業階層は収入に直結していることを射程にすると学齢期の就
学は，将来の高齢期の生活に繋がることからも取り組むべき重要な課題であるといえる。
農村部における高齢者の調査では，主観的幸福感は，全体として中立点より否定的な方向へ傾
いていた（14項目中 8項目 57.1%）。主観的幸福感について，病気に罹患していることが主観的
幸福感を下げていることに繋がっていた。一方で，罹患しているにもかかわらず 34%は主観的
幸福感が高い結果であった。その要因として，情緒的サポートが中立点よりも高かったことが影
響していると推考される。疾患状況を概観すると，高血圧，関節症，目の病気，糖尿病など，生
活習慣病を含む非感染性疾患（Non-communicable Diseases）で，WHO（2011）の報告で死亡割
合が増加傾向と指摘している疾患と一致していた。つまり，生活習慣を改善することによって罹
患を予防し，主観的幸福感に結びつく可能性があると言える。また，自分自身の健康に関する意
識の「健康感」については，罹患していること，すなわち身体的な健康が自身の健康に対する全
体を表すものとなっていた。
出身地域では，地元であることが主観的幸福感に影響し，逆に他の地域からの流入者は主観的
幸福感の低下を招く結果となっていた。その背景には，北部 28%，中部 38%からの流入者が合
わせて 66%であるという結果から家族関係や地域との社会的関係の濃淡が，ソーシャルサポー
トの量が精神的・身体的な影響を与えるという知見を支持し，地域との結びつきの脆弱な流入者
の主観的幸福感の低下を招いていた。
ベトナム人にとって，地域（村）の意味は大きく，ベトナムの伝統的村落共同体は，「ラン」（村）
あるいは「サ」（社）と呼ばれている。従来のベトナムでは，村は単なる集落ではなく，「ラン」
から除名されると他村でも受け入れない厳しい掟をもつ運命共同体で生活の基礎であった。また，
国家建設，防衛や文化の発展のための重要な役割を果たしてきた。村落共同体の社会構造は地縁，
血縁，年齢，職業などさまざまな要素による小さな共同体の集合で，血縁関係で形成された「ホ」
（族）を基盤とする関係で構築されている19。一方，国の支援体制に対する満足度の低さは，直
結して主観的幸福感の低下を招いていたこと，さらに，主観的幸福感においては，国の支援体制
と出身地域において相関が一致していたことから，国家がドイモイ政策の導入によって「貧しさ
を分かち合う社会主義」からの訣別を打ち出した現代社会において，経済的な格差が拡大する状
況に対して国に対する支援に期待できないのであれば，自ら豊かさを求めて居住地を移動すると
いう意志の現われであり，長い間，貧しさに耐えながら戦争で闘い抜いた強い精神力が原動力と
なっていると推考される。ベトナムにおいて，地域を移動すること，特に高齢者の場合には，伝
統的な思想をもっていることからも，農村から農村への移動は，人生を掛けての行動であるとい
える。以上のことから，加齢に伴う疾患・身体症状から高齢者は今後の生活において専門的な相
談員，および専門介護員を 100%の人が必要としており伝統的村落共同体としての機能を含有し
た地域機能を現在社会における仕組みづくりの検討が示唆された。
手段的サポートでは，困った時にお金を借りること，家の周囲の片づけ，交通手段についての
33ベトナムの人口構造と高齢者の生活の関係性
サポート量は，金銭的，身体的な具体的問題に直面した際のサポート量であり，困った時に必要
なサポートをしてもらえる，逆にサポートをしてもらう状況がないことは，困った状況に陥るこ
となく日常生活を送ることができていることから主観的幸福感を高めていると言える。しかし，
必要性があるにも関わらず，サポート量が低い場合においては主観的幸福感の低さに繋がってい
た。
その背景として，第 1に人口構造を含めた経済状態が脆弱で 70%が経済的不満を抱えている
こと，第 2に 66%が他の地域からの流入者であり地域とのつながりが希薄なこと，第 3に婚姻
上の地位において未婚 10%，死別 50%と合わせて 62%が配偶者を持たず，16%が一人暮らしで
あり家族内機能が期待できない状況であることが要因であると推考される。また，農村部では日
常生活圏に公共交通機関がなく，一般的な移動手段はバイクであり，高齢者で病気に罹患してい
る場合においては，徒歩や自転車では街の中心にある市場に行くには距離が遠く，また道路も舗
装されていない砂利道であることから，交通手段のサポートを得られない場合には，日常生活が
機能しなくなる可能性が高くなり主観的幸福感の低下を招いていると推考される。
相互交流である仲間に対する働き掛けは，自身が誘うか誘われるかによるサポート量の違いが
あり，自身が主体となって誘う立場にいることは，誰かの役に立っているという役割や存在の認
識を強め，主観的幸福感を高めていたといえる。家族や友人との人間関係がよい関係であること
が主観的幸福感に繋がっており，一方，人間関係がよいにもかかわらず主観的幸福感が低い人が
32.0%であったことは，村落共同体としての社会構造における地縁・血縁関係が希薄であること
が関連していると推論される。
ベトナムでは近代化に伴う農村から都市への人口移動，農村から農村へ，都市から農村へとい
う，さまざまな移動態様から概観すると，その背景に農村では就学検討者や不就学就業者の割合
が高く，就学の問題が職業に結びつき，さらに収入へと連関しており，社会変動による所得格差・
地域格差など社会圏による構造も多様化していると推考される。
人生において人は病気やケガ，失業など様々な生活をゆるがすような事象は避けられない問題
で，特に高齢者にとってはそれらのリスクが高まる。これまでは地域共同体として機能していた
相互扶助は，人口移動を含めた人口構造の点からも機能不全を起こしていると言える。今後，高
齢化の進展に伴い，介護問題や認知機能の低下による生活障害など，新たな問題が台頭すること
が予測される。
ベトナムにとってドイモイ政策による経済的飛躍は，国や地域にとって生活の選択機会を拡大
し，社会生活の向上という「社会福祉 : well-being」に貢献するために，ベトナムにおいて伝承
されてきた伝統文化を保持した上での近代化という意味で，伝統的思想の存在のみでは，人口構
造から捉えて加齢に伴う疾患などに対する具体的な支援は，現状の地域機能ではその役割は果た
せないと言える。したがって，高齢化が進展するベトナムにおいて高齢者の生活を保障するため
に，「豊かさをもたらす社会主義」の実現に向けて伝統的な価値に基づく近代との融合の観点から，
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地域機能の新たな仕組みづくりの検討が示唆された。
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